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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年6月17日(2010.6.17)

【公開番号】特開2008-271412(P2008-271412A)
【公開日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-044
【出願番号】特願2007-114505(P2007-114505)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/235    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/091    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/235   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ   7/091   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段と、
　前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設定する設定手段と、
　前記撮像素子の駆動タイミングを調節することにより前記撮像素子の電荷蓄積期間の長
さを調整する調整手段と、を有し、
　前記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆動させ
る際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間における露
光量と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の電荷蓄
積期間における露光量とが略一致するように、前記第２の電荷蓄積期間の長さを調整する
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを小絞り側
に駆動させる際に、前記第１の電荷蓄積期間の長さよりも前記第２の電荷蓄積期間の長さ
を長くすることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを小絞り側
に駆動させる際に、前記第２の電荷蓄積期間の直後の電荷蓄積期間である第３の電荷蓄積
期間の長さよりも前記第２の電荷蓄積期間の長さを短くすることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを開放側に
駆動させる際に、前記第１の電荷蓄積期間の長さよりも前記第２の電荷蓄積期間の長さを
短くすることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを開放側に
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駆動させる際に、前記第２の電荷蓄積期間の直後の電荷蓄積期間である第３の電荷蓄積期
間の長さよりも前記第２の電荷蓄積期間の長さを長くすることを特徴とする請求項１また
は４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段と、
　前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設定する設定手段と、
　前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲインを制御するゲイン制御手段と、を
有し、
　前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆
動させる際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間にお
ける露光量と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の
電荷蓄積期間における露光量との差分を補償するように、前記第２の電荷蓄積期間に電荷
蓄積された画像信号に対するゲインを制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを小
絞り側に駆動させる際に、前記第１の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲ
インよりも前記第２の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインを下げるこ
とを特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを小
絞り側に駆動させる際に、前記第２の電荷蓄積期間の直後の電荷蓄積期間である第３の電
荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインよりも前記第２の電荷蓄積期間に電
荷蓄積された画像信号に対するゲインを下げることを特徴とする請求項６または７に記載
の撮像装置。
【請求項９】
　前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを開
放側に駆動させる際に、前記第１の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のゲインより
も前記第２の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のゲインを上げることを特徴とする
請求項６に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを開
放側に駆動させる際に、前記第２の電荷蓄積期間の直後の電荷蓄積期間である第３の電荷
蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインよりも前記第２の電荷蓄積期間に電荷
蓄積された画像信号に対するゲインを上げることを特徴とする請求項８または９に記載の
撮像装置。
【請求項１１】
　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段と、
　前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設定する設定手段と、
　前記撮像素子の駆動タイミングを調節することにより前記撮像素子の電荷蓄積期間の長
さを調整する調整手段と、
　前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲインを制御するゲイン制御手段と、を
有し、
　前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆動させる際に、前記絞り
を駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号の
レベルと、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の電荷
蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のレベルとが略一致するように、前記調整手段により
前記第２の電荷蓄積期間の長さを調整するとともに、前記ゲイン制御手段により前記第２
の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインを制御することを特徴とする撮
像装置。
【請求項１２】
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　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段を有する撮像装置
の制御方法であって、
　前記撮像装置の設定手段が、前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設
定する設定ステップと、
　前記撮像装置の調整手段が、前記撮像素子の駆動タイミングを調節することにより前記
撮像素子の電荷蓄積期間の長さを調整する調整ステップとを有し、
　前記調整ステップでは、前記設定ステップで設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆
動させる際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間にお
ける露光量と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の
電荷蓄積期間における露光量とが略一致するように、前記第２の電荷蓄積期間の長さを調
整することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１３】
　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段を有する撮像装置
の制御方法であって、
　前記撮像装置の設定手段が、前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設
定する設定ステップと、
　前記撮像装置のゲイン制御手段が、前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲイ
ンを制御するゲイン制御ステップ手段と、を有し、
　前記ゲイン制御ステップでは、前記設定ステップで設定された絞り値に基づいて前記絞
りを駆動させる際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期
間における露光量と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である
第２の電荷蓄積期間における露光量との差分を補償するように、前記第２の電荷蓄積期間
に電荷蓄積された画像信号に対するゲインを制御することを特徴とする撮像装置の制御方
法。
【請求項１４】
　被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段を有する撮像装置
の制御方法であって、
　前記撮像装置の設定手段が、前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設
定する設定ステップと、
　前記撮像装置の調整手段が、前記撮像素子の駆動タイミングを調節することにより前記
撮像素子の電荷蓄積期間の長さを調整する調整ステップと、
　前記撮像装置のゲイン制御手段が、前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲイ
ンを制御するゲイン制御ステップと、を有し、
　前記設定ステップで設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆動させる際に、前記絞り
を駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号の
レベルと、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の電荷
蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のレベルとが略一致するように、前記調整ステップで
前記第２の電荷蓄積期間の長さを調整するとともに、前記ゲイン制御ステップで前記第２
の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインを制御することを特徴とする撮
像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】撮像装置及びその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１３】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる撮像装置は、被写体像
を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子を備える撮像手段と、前記撮像素子に入射する
光量を調節する絞りの絞り値を設定する設定手段と、前記撮像素子の駆動タイミングを調
節することにより前記撮像素子の電荷蓄積期間の長さを調整する調整手段と、を有し、前
記調整手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて前記絞りを駆動させる際
に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷蓄積期間における露光量
と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間である第２の電荷蓄積期
間における露光量とが略一致するように、前記第２の電荷蓄積期間の長さを調整すること
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明に係わる撮像装置は、被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子
を備える撮像手段と、前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設定する設
定手段と、前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲインを制御するゲイン制御手
段と、を有し、前記ゲイン制御手段は、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて
前記絞りを駆動させる際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷
蓄積期間における露光量と、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が重なる電荷蓄積期間
である第２の電荷蓄積期間における露光量との差分を補償するように、前記第２の電荷蓄
積期間に電荷蓄積された画像信号に対するゲインを制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明に係わる撮像装置は、被写体像を光電変換して電荷の蓄積を行う撮像素子
を備える撮像手段と、前記撮像素子に入射する光量を調節する絞りの絞り値を設定する設
定手段と、前記撮像素子の駆動タイミングを調節することにより前記撮像素子の電荷蓄積
期間の長さを調整する調整手段と、前記撮像手段から出力される画像信号に対するゲイン
を制御するゲイン制御手段と、を有し、前記設定手段により設定された絞り値に基づいて
前記絞りを駆動させる際に、前記絞りを駆動させる直前の電荷蓄積期間である第１の電荷
蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のレベルと、前記絞りの駆動期間と少なくとも一部が
重なる電荷蓄積期間である第２の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号のレベルとが略
一致するように、前記調整手段により前記第２の電荷蓄積期間の長さを調整するとともに
、前記ゲイン制御手段により前記第２の電荷蓄積期間に電荷蓄積された画像信号に対する
ゲインを制御することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２



(5) JP 2008-271412 A5 2010.6.17

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　画像表示装置１０８には、画像だけでなく任意の情報を単独、もしくは画像と共に表示
することが可能である。カメラの状態表示や、ユーザーが選択あるいはカメラが決定した
シャッター速度や絞り値、感度情報などの文字情報や、画像処理回路５０で測定した輝度
分布のようなグラフも表示可能である。情報の表示位置、表示色も任意に選択可能である
。これら様々な情報を表示することで、ユーザーインターフェースを実現することが可能
となる。また、画像表示装置１０８には、画像記憶媒体８２に記憶されている画像データ
を表示することも可能である。画像データが圧縮されている場合、圧縮伸張回路３２で伸
張し、ＶＲＡＭ３４にデータを展開する。このデータをＤ／Ａ変換回路３４でアナログ信
号に変換して出力する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ＶＤ４０２は撮像素子１６の垂直同期信号である。この垂直同期信号内で、ＳＵＢパル
ス４０４の出力量を調節することで、撮像素子１６の駆動タイミングが制御され、電子シ
ャッター４０６の開閉（電荷蓄積の時間の制御、即ち電子シャッター制御）が実現される
。ＳＵＢパルス４０４は撮像素子に蓄積された電荷を捨てる役割を果たしており、電荷を
捨てることで露光を行わない、すなわちシャッターを閉じていると考えることができる。
ＳＵＢパルスを出力しないようにすることで電荷が蓄積され続け、これをシャッターが開
いている（電子シャッター開時間）と考えることができる。このようにＳＵＢパルス４０
４にて電子シャッターの開閉が実現される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　本実施形態は、電子ファインダーに出力される画像に対し、絞りによる画質劣化を改善
するものであるため、まずは電子ファインダー出力しているかどうかを判定する（ステッ
プＳ１５１）。電子ファインダーがＯＦＦされている場合、光学ファインダー１０６を使
用していると判断し、絞り駆動による露光変動補正を行わないようにする。また、電子フ
ァインダーがＯＮされている場合であっても、絞り駆動が露光期間に重なっていないと判
断された場合は補正する必要がないため、補正しない（ステップＳ１５３）。補正しない
場合は目標絞り値Ａｖ２、シャッター速度Ｔｖ２、ゲイン値Ｇａｉｎ２にそのまま露出制
御する（ステップＳ１５５）。
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